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研究成果の概要：医療施設に勤務する看護師の体験から、認知症看護における看護実践能力を

修得するまでのプロセスを明らかにすることを目的とした。「認知症高齢者ケアの場での経験不

足」、「受け入れられない期間」を経て、「許容量の広がり」、「慣れの成果」を獲得するプロセス

があることが示された。「受け入れられない期間」を乗り越えるためには「師長・同僚からのサ

ポート」、「場数を踏む」が必要であることが示唆された。 
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１．研究開始当初の背景 

認知症は確定診断が行われていない場合

が多く、医療施設に入院中に徘徊などの特有

な行動から看護師が徴候を発見することも

少なくない。 

医療施設における認知症看護に特有な看

護実践能力を修得するまでのプロセスを明

らかにすることにより、看護教育プログラム

や医療施設の看護環境の改善のための基礎

資料を得ることができ、認知症看護の質の向

上に貢献すると考える。 
 
２．研究の目的 

医療施設の看護師が認知症高齢者を看護

するうえでどのように認知症を理解し、対応

できるようになるのかプロセスを記述し、構

造を明らかにすることを目的に実施した。 
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３．研究の方法 
1)対象 

関東・北陸の一般病院・介護老人保健施

設・療養型医療施設に勤務する看護師（6 施

設 37 名）のインタビューの逐語録をデータ

とした（2002 年～2008 年 3 月現在）。 

 
2) データ収集・分析方法： 

本研究のデザインは質的記述的研究であ

り、グラウンデッド・セオリー・アプローチ

に基づいて行った（Strauss & Corbin, 1998）。 
データ収集は、対象者に 30 分～1 時間程度

の半構成的インタビューを行い、医療施設に

勤務する中で認知症高齢者に看護を行うう

えで困難を感じた体験を想起してもらい、そ

うした体験を通して考えたこと・思いを補足

の質問を行いながら聴取した。 

データ分析は、インタビューの逐語録を作

成のうえ、対象者が医療施設で認知症看護を

行う中で学んだこと、成長したと感じたこと

を抽出し、体験の意味を検討のうえ命名、カ

テゴリー化を行った。継続的比較分析により

カテゴリー間の関連性を検討し、看護実践能

力のプロセスを記述し、構造図を描いた。 

データ分析を行う際、解釈の偏りを避ける

ために、老年看護学の専門家にスーパーバイ

ズを受け、結果は対象者に確認し、研究者グ

ループで定期的に検討した。 

研究の倫理的配慮として、調査の許可が得

られた医療施設の看護部で紹介を受けた看

護師に事前に研究の趣旨・方法・倫理的配慮

を明記した文書を使用し、口頭で説明のうえ、

同意書を交わした。また、病院及び所属の大

学の研究倫理委員会で検討・承認を得たうえ

で実施した。 

 
４．研究成果 

医療施設での看護師の共通体験として、先

行研究から【目が離せない人に対する許容】

を抽出している。【目が離せない人に対する

許容】のサブ・カテゴリーは「責める気持ち」

「嫌なことをしたのではないかという内省」

「目が離せない人への慣れ」「認知症がそう

させている」となっていた。 

中でもサブ・カテゴリー「目が離せない人

に対する慣れ」は、認知症看護における看護

実践能力を修得するまでのプロセスとして

示されている可能性があるので、抽出したサ

ブ･カテゴリーとその関連性を検討した。 

主要なカテゴリーは【 】、サブ・カテゴ

リーは抽象度の高い順に「 」［  ］、デー

タからの引用は『 』で示し、（  ）内に

施設の種類、看護師の職位を記載した。 

 
1) 認知症看護における看護実践能力を修得

するまでのプロセス 

【目が離せない人に対する許容】のサブ・

カテゴリーである「目が離せない人に対する

慣れ」を構成するものとして、［認知症高齢

者ケアの場での経験不足］［受け入れられな

い期間］を経て、［場数を踏む］ことによっ

て、看護師の［許容量の広がり］［慣れの成

果］を獲得する状況があることが示された

（図１）。ここでは、看護者が「目が離せな

い」状況からくる混乱や緊張感を克服するた

めに、慣れていく（習熟する）過程として［許

容量の広がり］を獲得するプロセスを抽出し

ている。 

 ［認知症高齢者ケアの場での経験不足］

［受け入れられない期間］では、例として『す

ごく忍耐が要ります。その方に特に慣れるた

めには、（中略）うまくいかない自分がやっ

たことが全然受け入れてもらえなかった（療

養型・スタッフ）』という状況が語られてい

た。 

［許容量の広がり］［慣れの成果］では、



 

 

例として『認知症病棟はここへ来て初めてだ

ったのですが、そのときは、(患者が)何をさ

れているかわからないですよね。何でこんな

ことするの？というのはあったんですよね。

今はもう忘れてしまったくらいですが（中

略）仕事を積み重ねていく中でだんだんこう

そういう違和感みたいなものがなくなって、

自分にはこういう職場があっているのかも

しれないと最近はすごく思ってきている（療

養型・スタッフ）』）という変化として示され

ていた。 

その一方で、［怖い慣れ］として語られる

場合も示された。『仕事やりやすいって、こ

ちらサイドのやり方に慣れていっちゃうん

ですよ。そうすると、それがおかしいとか、

変だとかいうことではなくて（中略）その現

場に入っちゃうと。それはすごく怖いように

思いましたね。(療養型・管理職)』）。 

 

2)「目が離せない人に対する慣れ」を促進す

る条件 

看護師の「目が離せない人に対する慣れ」

を促進する条件として、［受け入れるための

準備］［師長・同僚からのサポート］を抽出

した。 

『他の看護・介護の方の接し方を見ている

と、ああやっぱりそうなんだなとか、こんな

風にすればいいのかなとか（老健・スタッ

フ）』『・・・スタッフに伝えました。あの時

私はこんなことを思っていたけど、できない

のよね、患者様にそれを私たちがイライラし

たってしょうがないよって。自分でやれる人

はやりますよね、でもそれが着衣失行なのよ

って。（療養型・管理職）』 

また、「目が離せない人への慣れ」によって、

高齢者に対して「嫌なことをしたのではない

かという内省」が促されていたことが示唆さ

れた。 

 
3)研究成果の活用と今後の課題  

カテゴリー【目が離せない人の許容】のプ

ロセス、サブ・カテゴリー「目が離せない人

認知症高齢者が多い場所に

異動し、「責任が重すぎる」と
感じる

「1日の業務に追われ、考え

る余裕がない」など

認知症の知識不足

対応できるようになるための
専門的なトレーニングが不足

している など

認知症の知識の理解

認知症高齢者への対応をガイド

ライン通り習得すること

これまでの

経験が全く通用

しない

師長（上司）・同僚からのサポート

あきらめがつく
「乗り越えた」と

いう自覚

これくらいのこと

大変だと思わな

い

自分の気持ちも
救われるなど

認知症高齢者ケアの場での
経験不足

受け入れるための準備

ショック、イライラ

抵抗感、自己嫌悪

持ちこたえる期間

がまん・忍耐・努力

専門的なトレーニング不足

看護師の心理的な負担感

場数を踏む

受け入れられない期間 許容量の広がり

「何が悪かったのか」 「患者にとって嫌なこと
をした」と理解

あの行動は「認知症に

よるもの」という確信

ささいな成功体験の積み重ね
「そうなのか」という実感

それなりに対応を変える

嫌なことをしたのではないかという内省

慣れの成果

手際がよくなる
予測が立てられ

る

大変になる前に
回避

待つことができ

る
観察力が高まる

など

図１．認知症看護における看護実践能力修得のプロセス（「目が離せない人に対する慣れ」）



 

 

への慣れ」は今後さらに検討し、洗練するこ

とが必要である。それによって、認知症看護

の状況を理解するための手段等、初心者への

教育プログラムに活用できると考える。 

また、本研究の成果を認知症高齢者の

看護のための教育プログラムに活用す

るための手段として、パンフレット「認

知症高齢者の看護をサポートするため

に」を作成した。看護学生、看護師、認

知症に関心のある人に配布し、情報提供

を行っている。  
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